
刊行のご挨拶

このたび、森 田を代表者 とす る、研 究課題 「13、14世 紀東ア ジア諸言語史料の総合

的研 究 元朝史料学 の構築のために」に、平成16～18年 度 日本 学術 振興会科学研究費

補助金基盤研 究(B)が 、交付 され るこ とにな りま した。本研 究の趣 旨につ いて、申

請書に も書 きま した 内容 を要約 します と、次の よ うにな ります。

研 究題 目にい う13,14世 紀東 アジア とは、モ ン ゴル帝国 とその領域 にお ける先行 国

家で ある宋 、金や西夏 を指す。 昨今 の東 アジア史研究 にお いて、元朝 史研 究、モ ン

ゴル帝 国時代 史研 究が盛況 である ことは、各種 の学界展望 の類 で指摘 され てい ると

ころであるが、その背景 には、多数 の若手研 究者 の台頭 とともに、各種 の新 史料の

学界へ の紹介 があ る。す なわち、中央 アジア発現 の古文書類 、中国を中心 とす る石

刻史料類 、 さらには中国、朝鮮 、西夏 、 ウイ グル な どにおける各種 の版本類 の発見

と、それ に よる旧知の史料 の再評価 であ る。 しか も、当該地域へ の旅行 の 自由化 に

ともない、現地 にお ける現物資料の調査が可能 になった こ とで、二次 三次文献に拠っ

ていた従 来 とは、研 究環境 が大 きく異な りつつ ある。本研 究においては、13,14世

紀の東 ア ジア にかかわ る諸言語 史料 を、たんに文字情報 と して読み取 るだ けで はな

く、その文字の存在す るモ ノその もの をも史料 として扱 うために、各分野の専門家

の協力 による総合的 な史料学の構築 を試 み る。

実際 にこれだ けの内容 を実現す るには、我 々の人数 は少 な く、その専門分野が カバー

で きる範囲 は狭 いため、そのカはあま りに も微 々た るものではあ ります が、20年 にわ

た って継続 され てきた 「世祖本紀 の会」や 、 「石刻 資料の会」での経 験 を基礎 として、

地道 に活動 を積み重 ねていきたい と存 じてお ります。 当面は、従来 か らの蓄積 があ る

石刻 の比重 が高 くな るとは存 じます が、少 しで も対象 とす る史料 の範 囲を広 げてい き

たい と考 えてお ります。

史料学 の分野 は どの時代 で もそ うなので しょ うが、13,14世 紀東 アジア研 究におい

て も、 日進 月歩 とは 申さないまで も、たえず新 しい史料 が紹介 され てい きます。 そ こ

で、研 究最 終年度 の成 果報告 書を待 つ ことな く、少々荒削 りで も我 々の仕 事の一端 を

皆 さんに ご報 告 し、また研 究情報 を共有す るた めに、 このニ ューズ レター を発行す る

ことを思い立 ちま した。また、 この よ うな趣 旨の雑誌ですので、 この科研 の メンバー

以外の内外の研 究者の皆 さんか らの ご投稿 も歓迎いた します。 この時代 の史料 に関心

をもたれ る方 々の交流、情報交換の場 として 、何か のお役 に立て ば さい わいです。最

後 にな りま したが 、今後 とも、み な さまの ご支援の ほ どをお願 い 申 し上 げます。
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